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 事 例 ２９      

法人税  確定申告書（   年分・         事業年度分・      ）に係る 

税理士法第３３条の２第１項に規定する添付書面 

 

※整理番号  

氏名又は名称 税理士  国税 太郎               ㊞ 
税理士又は 
税理士法人 

事務所の所在地 
東京都千代田区霞ヶ関○－○－○ 

電話（０３）○○○○ － ○○○○

氏     名 税理士  国税 太郎               ㊞ 

事務所の所在地 
東京都千代田区霞ヶ関○－○－○ 

電話（０３）○○○○ － ○○○○

書面作成に 
係る税理士 

所属税理士会等 東京 税理士会 ○○ 支部  登録番号 第 ○○○○○号 

税務代理権限証書の提出 有（ 法人税・消費税      ） ・ 無 

氏名又は名称   株式会社  ○○商事   代表取締役 ○○ 一郎  
依 頼 者 

住所又は事務所 
の 所 在 地 

東京都千代田区霞ヶ関○－○－○ 
電話（０３）○○○○ － ○○○○

私（当法人）が申告書の作成に関し、計算し、整理し、又は相談に応じた事項は、下記の 
１から４に掲げる事項であります。 

１ 自ら作成記入した帳簿書類に記載されている事項 

帳 簿 書 類 の 名 称  作成記入の基礎となった書類等 
試算表、貸借対照表、損益計算書、 
利益金処分計算書、総勘定元帳 
科目内訳書、付属明細書 

現金出納帳、預金通帳、預金勘定出納帳、売上領収

書控、契約書、証憑書類、請求書、納品書、棚卸表

給与台帳、源泉徴収簿、仮受金明細書、不動産取引

台帳、車両売買契約書、議事録 

２ 提示を受けた帳簿書類（備考欄の帳簿書類を除く。）に記載されている事項 

帳 簿 書 類 の 名 称  備          考 
現金出納帳、預金通帳、預金勘定出納帳、売上

領収書控、契約書、証憑書類、請求書、納品書、

棚卸表給与台帳、源泉徴収簿、仮受金明細書、

不動産取引台帳、車両売買契約書、議事録 

 

部門 業種   意見聴取連絡事績 事前通知等事績 
年月日 税 理 士 名 通知年月日 予定年月日

※事務 
処理欄 

・ ・ ・  ・ ・  ・ 

（１／３） 

３３の２① 

平 成 ○ ○ 年 ○ 月 ○ 日

平 成 △ △ 年 △ 月 △ 日
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※整理番号  

３ 計算し、整理した主な事項 

区    分 事         項 備   考 

(1) 

前払費用 

 

 

未収入金 

 

売上高 

 

 

 

車両 

 

 

 

 

未払金 

 

仮受金 

 

 

支払手数料 

 

長期借入金に係る保証料と、長期火災保険料について、

当該費用に該当する金額を計算し、各経費科目に振り替

えた。 

取引台帳を確認し、期中取引で期末現在において仲介

料の一部について未収があったため計上した。 

税務調査で指摘を受けた仲介料については、法人の預

金通帳に今期末までに入金されていることを確認した。 

他の売上についても、領収書控と取引台帳を確認し、

計上漏れがないことを確認した。 

期中において、取締役Ａに車両 1 台を売却した。この

売買価額は、帳簿残存価額を基に適正額で取引されてい

る。 

また、新規に車両 1 台を購入した分については、契約

書から取得価額を確認した。 

○月納品、○月末日までに決済されていない取引先の

請求書及び納品書を確認し計上した。 

管理物件ごとに預金通帳を作成しているため、各預金

通帳残高の内訳について、収入に振替えるべき取引はな

いことを確認し計上した。 

事業者以外の個人に対して支払ったお礼や紹介料を確

認し、それについては接待交際費に振替えた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1)のうち顕著な増減事項 増   減   理   由 (2) 
売上高（仲介収入等）の増加 

 

 

 

外注費の減少 

 

 

租税公課の増加 

同業他社との共同開発事業に関わり、コンサルティング料

が大幅に増加したことと、大口の不動産売買仲介があり、総

売上高では工事請負があった前期を下回ったが、本業の仲介

とコンサルでは、前期対比○％の増加となった。 

前期は工事請負を下請けに出した金額が計上されたが、今

期は工事はなく、共同開発に係る調査依頼費用等が計上され

ている。 

当期から課税事業者になったため、確定納税額を未払い消

費税で計上したため。 

(1)のうち会計処理方法 
に変更等があった事項 変  更  等  の  理  由 

(3) 

特になし  
 

（２／３） 

誤りやすい科目につ

いて税理士が検討・

確認しており、調査

省略等の参考とな

る。 

不正計算が行われや

すい科目について、

税理士が検討・確認

しており、調査省略

等の参考となる。 
 

売上について取引形態が具体

的に記載されており、税理士

が良く検討・確認しているこ

とが伺われ、調査省略等の参

考となる。 

外注費について前期との比較

によって増減理由が説明され

ており、調査省略等の参考と

なる。 
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※整理番号  

４ 相談に応じた事項 

事       項 相  談  の  要  旨 
営業職員採用について 
 
 
 
 
自計化への取り組み 

 

社長１人では営業活動に限界があるため、営業職で有資格者

の職員を採用したい旨の相談を受けた。 
今期の展開を見込んだときに、やはり営業職員は不可欠なこ

とから採用を勧めた。 
 
帳簿管理がきちんとしており、翌月３日ごろには月次資料が

まとまるので、自社での財務管理を提案したところ、前向きに

取り組むことになり、翌期からの導入に向けて、財務専用のパ

ソコンを購入し、準備打合せを重ねてきた。 

５ その他 

総合所見 
第○期目は、大変好調な営業活動ができた。新採用の職員も積極的に営業と事務をこなしてお

り頼もしい存在になりつつある。 
メインの仲介で営業利益が出せたことは、常にフットワーク軽く誠実な業務姿勢の社長自らが

生み出した結果である。今後更なる飛躍に期待したい。 
以前、税務調査を受け、一部売上計上漏れを指摘されたことに対しては謙虚に反省しており、

以後収入の計上についてはタイムラグが発生しないよう、現金や帳簿管理に細心の注意を払って

いる。帳簿はきちんと管理されている。 
当方からの指導に対しても誠実に対応しており、納税に対しても前向きである。 
 

 
 
 

（３／３） 

税務調査を受けての改善状況等を記

載しており、税務に関して前向きで

あることが伺われ、調査省略等の参

考となる。 




